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無尾両生類（成体）数種における鰓後体につ いて　盟

佐 々 木由利，牧野尚武 （東京医大 。生物）

On 　 the 　 u ］timobranchial 　body 　 of 　 several 　 anuran

adults 皿

YuRI 　SASAK ［
，
　 NAQYA 　 MAKINO

　無尾両生 類の 鰓後体の 機能及 び 形態 に 興味を持ち

組織学的．組織化学 的 及 び 電 顕的研究 を 行な っ て い

る．鰓後体 は 各種共炉胞腔あ る い は 内腔 を 有 す る

が ，eosin に 淡染す る 種 々 の 物質が内臓 され る。今

回 は こ れ ら 内容物 の 構 成，由来，又 既 に 報告 した ホ

乳類 C 一細胞 と類似 した 小顆粒を有す る 細胞 と の 関

係等 を 知 る 目的 で 各 種 の 染 色 に よ り内容物を組織化

学的 に 検出 した 。材料 は 夏場の トノ サ マ ，食用 ，ヒ キ

ガ エ ル の 成体を 用 い た 。 染色は PAS ，ジ ァ ス タ ーゼ

ーPAS ，　トル イ ジ ン ブ ル ー
（Tb ）pH2 ．5 ・4．1 。7．（｝，

ア ル シ ア ン
！ブ ル

ー
（Ab ）pH2 ．5 。／．0，放 線菌 ヒ ア ル

ロ ニダーゼ （Ily）−Ab ，
ニ ウ ラ ミニダーゼ ーAb ，　 Ab

−PAS 重染色，　 HID −Ab 重染色を行な っ た 。内容物

中顆粒，毛様状物 （gl）と コ ロ イ ド，流動状物 （CO ）

で は 染色態度が異な る 。
co は Tb で メ タ ク ロ マ ジ

ー （M ）で な く，Ab に もほ ぼ陰性 で Ab −PAS で

赤紫色に 染ま る こ と か ら中性粘液と考えられ る。一

方 gl は Tb で M で ，　 Ab 　pH2 ．5 ・1．0 共 に 陽性 ，

Hy 及 び Ne で 若干 の 消化 を 見 た が，冬場 の 食用 を

用 い た 両消化実験 で は 陰性 で あ る。又 Ab −PAS に

よ り青 色 を と り，HID −Ab で は 黒紫色 青色｝こ 染 ま

る 。
こ れ らの 結果 よ り gl は ピ ア ル ロ ニ 酸及 び 硫酸

基 を もつ 酸性 ム コ 多糖，又 糖 タ y バ ク 中 の シ ア ロ ム

チ ソ ．ス ル フ s ム チ ソ 等 の 酸性粘液が存在す る結果

を得た e 又 上 皮細胞中に す べ て の 鰓後体に 観察 は さ

れ な い が，粘液細胞 が 存在 し，内の 顆粒等に gl と

同様の 染色結果を得，さらに 同 細胞 の 電顕観察に よ

り，内腔内容物 の 大部分が こ の 粘液細胞 由 来 で あ る

と 考え られ る豫を 得 た 。 同 じく電顕観察 か ら C 一
細

胞 と類似する 細胞が 上 皮の 基底 に 面 し て 存在 し，粘

液綱胞は 内腔に 接して お り，位置的及び 細胞形態か

ら は 両者 の 関連 は 微弱 の よ うに 思 わ れ る が ，こ の 点

は さ らに 検 討 し た い 。

オタマ ジ ャ ク シ の尾部血管における alkaline 　phos
’

phatase の 酵素組継学的研究

佐 々 木史江，渡辺強三 （鶴見大 ・歯 ・生物）

Histochemica ］ studies 　of 乱lkaline　phosphatase

in　the　tail　 blood　vessels 　of 　the 　anuran 　tadpole

during　 nietamorphosis

FuMIE 　SASAKI
，
　 KYozO 　 WATANABE

　 alkaline 　phosphatase （ALP ）は 細胞膜 の 物質の

透 過吸収 に 関連す る こ と が 示唆され て い る 。無尾両

生類幼生 の 変態に お け る尾 の 退縮は 顕著で あ る が，

今 回 は Rana　f
’
aPonica ニ ホ ン ア カ ガ エ ル を 用 い 、

ALP 活性 反応産物の 局在を光顕 （ア ゾ色素法 Bu −

rston ，1958 ）電顕 （ク エ ソ 酸鉛法 Mayahara 　et　 al ．

上967）で ．変態中の 血 管系組織細胞ecつ い て検討 し

た。光顕 で は 尾動脈 （caudal 　 artery ，　 CA ）尾静脈

（caudal 　 vein ，　 CV ）毛細血管等 に ALP 活｛生陽性

で あ る。表層 の 赤筋 に は 深層 の 白筋 よ り多 くの 毛細

血 管 が 分布す る。尾 の 退 縮 が著し くな る と表 皮．問

葉系細胞 や尾静脈内皮細胞 ｝こ反応陽性 で あ る 。 また

変態前 の CA と CV の 距離 は約 900μ rn あ るが退

縮 中に 接近 し，変態後期 に は 100〜75μnl に な り，

CA の 血管壁 は 収縮 し肥厚す る。 ¢ V 擘 は うす い が

管径 は CA よ り大 き く，変態末期 に は 内皮細胞 は

離開 し壊死状態を 示 し，血1漿や種々 の 血液細胞が 散

在 す る の を 電顕的 に 観察 し た 。

　赤筋の 毛 細 血管内皮 細胞膜 と そ の 飲 小 胞 （pinQ−

cytotic 　 vesicle ，　 Pv），周皮緬胞の 形質膜 と Pv，さ

らに 管腔 内の 血 漿 に ALP 活性陽性 で あ る 。一
方，

白筋 の 毛細血管 は 赤筋の もの よ り径 が 小 さ く反応産

物 は 管腔面側 の 内皮細胞膜 に 局在す る。こ れ ら か ら

赤筋 に お け る活発 な物質交換が うか が え る．

　変態初期に CA 　内皮細胞 の 管腔面，基底面 の 両

細胞膜と Pv ，内弾性板，平滑筋細胞膜 と そ の Pv

に 強い 反 応産物 の 局在が あ るが ，変態後，末期 に は

内皮細匏 の 肥厚，細胞質内小器官の 増加 等が 認め ら

れ ALP 活性 は 陰性で 周囲 の 平滑筋細胞 は 小 さ く断

裂 し縦 に．不 視則 に 配列す る 。
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